
研究背景

コミュニケーションに障
害のある患者に焦点を当
てたもの(杉⾕ら,2020)

沈黙に焦点を当てたもの
(武内ら,2018)

複数ある非言語的要素の中で

何を意識してコミュニケーションをとっているか
明らかになっていない

先⾏研究では…

研究背景

職務経験10年の看護師

が経験の中で自分の看
護に対峙し、患者の望
ましい姿を見据えた看
護のあり方を考えられ
ていた(中本ら,2018)

経験によって培われた
非言語的コミュニケー
ションスキルを明らか

にできる

職務経験 10 年以上の
看護師を対象とする

目的

職務経験 10 年以上の看護師を対象に非言語的コミュニケーション
の実践を明らかにする

意義

看護学生の非言語的コミュニケーションの有効的な活用に関する
示唆が得られる

結果

対象者の概要

対象者は、看護師 A (経験年数 13 年)、看護師 B (経験年数 12 
年)、看護師 C (経験年数 12 年)、看護師 D (経験年数 12 年) で
あった。

インタビュー時間は平均34分であった。

分析の結果

分析した結果、154 の［コード］、30 の〈サブカテゴ

リー〉、8 の【カテゴリー】が抽出された。

考察
1.臨床における非言語的コミュニケーションの実践方法

年齢 疾患 体調 感情 環境

これらを意識しながら…

⾃分の受け⽌めが相⼿に伝わるようにする

考察
2.臨床経験と⾮⾔語的コミュニケーションの活⽤の関連

きっかけとなる出来事によって
⾝についた技術

経験を重ねることによって
⾝についた技術

⾮⾔語的要素の活⽤について看護師は…

臨床で患者と接する中で
⾝についた技術

考察
2.臨床経験と非言語的コミュニケーションの活用の関連

経験を重ねることによって⾝についた技術

〈経験を積むことで用いていた非言語的コミュニケーションの考え方が変わった〉

例えば…沈黙 について

新⼈の頃は「沈黙は⼤切」
という実感は湧いていなかった

⾟さの表現の⼀つであると
思えるようになってきた

⾃分の質問が悪いから
答えてくれないと思っていた

気持ちを整理してから表出する時間が
⼤切であると思うようになった

Aさんの場合

Bさんの場合

考察
2.臨床経験と⾮⾔語的コミュニケーションの活⽤の関連

看護学生にとって沈黙場面で能動的に待つことは、
その意味を理解していないと行動に移すことが難しく、

高次の対人的スキルになっていることが推測される(武内ら,2018)

沈黙は臨床経験を重ねることで⾝に付く
コミュニケーションスキルである可能性が⾼い

考察
2.臨床経験と非言語的コミュニケーションの活用の関連

本来持っている⾃⼰の性質に基づいた活⽤

その⼀⽅で…

〈幼い頃から持つ自己の特徴の改善が必要だと考えている〉

例えば…

元々声が⼤きい

声が⾼いと⾔われる
⽿の聞こえの範囲に収まるように

低めにする

患者さんが驚いてしまうため
少し抑える

Dさんの場合

Cさんの場合

考察
2.臨床経験と⾮⾔語的コミュニケーションの活⽤の関連

学習や他者の姿に基づいた活⽤

例えば…

[ 先輩⽅や師⻑さんが(患者さんと)関わる際に、淡々とまではいかないがキンキン声ではなく常に
落ち着いたトーンで話している様⼦を⾒てきたことが、⾃分のコミュニケーションに影響を与えて
いると思う ]

[（⾝体が斜めくらいの⽅が話しやすいと考えているきっかけ）これは看護学⽣の時の講義だと思
う。コミュニケーションのなんか（授業）やった時に斜めが（良い）っていうのはあったと思う。
多分それからずっと（意識）している]

⾃⼰の直接的な経験以外からも⾮⾔語的要素の活⽤を⾝に着ける機会はある

考察
3.看護学⽣における⾮⾔語的コミュニケーションの活⽤に関する⽰唆

対象者の状況を
把握する

⼀⼈ひとりの
患者に合わせる

⾃分の受け⽌めが
相⼿に伝わるよう

に意識する

考察
3.看護学⽣における⾮⾔語的コミュニケーションの活⽤に関する⽰唆

⾃分が患者に
与える印象を

考える

意識する必要
のある部分を

⾒出す

⾃⼰の性質
と向き合う
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